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近
代
の
神
社
本
殿
の
創
設 

近
藤 

昭
夫 

  
 
 

神
社
の
中
に
は
、
従
来
の
本
殿
に
拝
殿
の
機
能
を
付
加
し
幣
帛
を
奉
る
幣
殿
と
し
て
、
旧
本
殿
の

奥
に
別
途
本
殿
（
奥
の
院
）
を
設
置
し
た
神
社
が
見
受
け
ら
れ
る
。 

 
 
 

幣
殿
と
本
殿
を
連
結
（
渡
廊
）
し
た
平
面
内
で
、
祭
祀
・
祭
典
を
行
っ
て
い
る
神
社
は
現
在
甲
奴 

 
 

町
内
で
六
社
あ
る
。
こ
の
平
面
は
、
権
現
造
り
と
似
て
い
る
が
構
造
や
発
生
が
異
な
っ
て
い
て
対
比

は
で
き
な
い
。 

  
 

幣
殿
（
旧
本
殿
）
に
つ
い
て 

 
 
 

幣
殿
（
旧
本
殿
）
の
平
面
を
見
て
み
る
と
三
間
社
平
入
（
別
図
）
が
多
く
、
屋
根
の
形
状
は
流
造

と
入
母
屋
造
に
分
け
ら
れ
、
向
拝
、
軒
唐
破
風
や
千
鳥
破
風
が
付
く
も
の
が
あ
る
。 

         
 
 

 

神
社
本
殿
に
は
、
身
舎
全
体
が
御
神
体
の
奉
安
場
所
と
な
る
特
殊
な
神
社
を
除
き
、
内
部
に
玉
殿
を

安
置
し
て
御
神
体
を
奉
安
す
る
本
殿
と
に
分
け
ら
れ
、
後
者
は
平
安
時
代
後
期
よ
り
広
ま
っ
て
い
く
。

玉
殿
安
置
空
間
以
外
の
本
殿
に
神
職
が
参
入
し
祭
祀
儀
礼
が
執
行
さ
れ
た
。 

 
 
 

中
世
の
地
方
神
社
の
本
殿
に
は
流
造
本
殿
の
平
面
を
改
良
し
た
社
殿
で
、
現
在
見
ら
れ
る
も
の
は

中
世
の
平
面
を
近
世
ま
で
継
承
し
た
も
の
が
多
く
あ
る
。 

 
 
 

内
陣
の
分
割
、
外
陣
の
付
加
が
行
わ
れ
、
内
陣
が
二
区
画
の
空
間
と
な
り
、
外
陣
と
の
境
が
壁
と

扉
が
蔀
や
格
子
戸
な
ど
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
内
陣
が
御
神
体
を
奉
安
す
る
内
々
陣
と
祭
祀
儀
礼
と 

 
 

の
空
間
の
内
陣
と
に
分
か
れ
、
庇
部
を
外
陣
と
し
て
礼
拝
の
場
と
し
拝
殿
の
代
用
と
し
た
。
基
本
的

に
流
造
の
平
面
で
あ
る
の
で
、
身
舎
は
円
柱
で
庇
は
角
柱
が
多
い
。 

 
 
 

室
町
後
期
に
は
、
外
陣
周
囲
の
建
具
を
取
り
除
き
吹
き
放
ち
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
般
参
拝
者

に
は
都
合
よ
く
な
っ
た
。
地
方
に
よ
り
違
い
が
あ
る
が
、
外
陣
は
祭
礼
時
や
祈
祷
時
に
在
地
領
主
の
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着
座
の
間
と
さ
れ
、
祭
礼
後
の
直
会
の
場
と
も
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
内
陣
は
別
当
や
神
主
な
ど
が

祭
礼
儀
式
を
執
行
す
る
場
と
さ
れ
た
が
、
領
主
が
祈
願
を
行
う
場
と
な
っ
た
り
参
籠
の
場
と
さ
れ
た

ら
し
い
。 

 
 
 

古
代
と
違
っ
て
中
世
以
後
は
、
本
殿
が
拝
殿
や
幣
殿
ま
た
時
に
応
じ
て
直
会
殿
、
参
籠
所
な
ど
を

兼
ね
た
よ
う
で
あ
る
。
近
世
に
な
り
在
地
領
主
の
代
わ
り
に
、
庄
屋
を
は
じ
め
と
す
る
村
役
人
や
神

社
の
祭
祀
を
代
々
分
担
す
る
村
の
有
力
者
が
外
陣
に
着
座
す
る
よ
う
に
な
る
。 

 
 
 

近
世
中
期
以
降
に
は
、
村
人
の
経
済
力
が
安
定
に
向
か
い
、
一
部
で
は
拝
殿
が
建
て
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
広
島
県
東
部
か
ら
岡
山
県
西
部
で
は
、
吹
き
放
ち
の
外
陣
が
あ
る
本
殿
形
式
が
造
替
に

引
き
継
が
れ
、
拝
殿
機
能
を
残
し
た
も
の
が
多
い
。 

 
 
 

広
島
県
神
社
庁
の
調
査
に
よ
る
と
、
近
代
ま
で
に
拝
殿
ま
た
は
拝
殿
機
能
を
有
す
る
神
社
は
少
な

く
、
特
別
な
由
緒
が
あ
る
か
そ
れ
と
も
有
力
な
神
社
に
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
多
く
は
神
楽

殿
な
ど
が
代
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

近
代
の
神
社
祭
祀
祭
典
に
つ
い
て 

 
 
 

維
新
後
、
明
治
政
府
は
神
社
を
国
家
の
宗
祀
と
位
置
づ
け
、
神
社
制
度
を
制
定
し
国
家
の
管
理
が

進
め
ら
れ
た
。（
神
仏
判
然
令
に
始
ま
り
社
寺
上
地
令
、
神
社
合
併
、
神
社
格
付
け
な
ど
） 

 
 
 

 「
社
寺
上
地
令
」 

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
発
令 

 
 
 

 

社
寺
の
現
有
境
内
地
を
除
き
、
近
世
社
寺
の
存
立
基
盤
で
あ
っ
た
社
寺
領
、
社
有
地
（
朱
印
地
・

黒
印
地
・
除
地
等
の
田
畑
山
林
な
ど
）
が
す
べ
て
取
り
上
げ
ら
れ
官
地
と
さ
れ
た
。 

 
 
 
 

 

主
な
祭
式
な
ど
に
関
す
る
制
定
と
し
て 

明
治
八
年
（
一
八
七
五
） 

 
 

「
神
社
祭
式
」
制
定 

府
県
社
以
外
の
神
社
に
お
い
て
も
、「
神

社
祭
式
」
に
準
じ
て
行
う
。 

 
 
 

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
） 

社
寺
合
併
並
び
合
併
跡
地
譲
与
に
関
す
る
件
の
通
達
（
合
併
整 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
が
本
格
化
） 

 
 
 

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
） 

 

「
神
社
祭
式
同
行
事
作
法
」
公
布 

 
 
 

大
正
三
年
（
一
九
一
四
） 

 
 

「
官
国
幣
社
以
下
神
社
祭
式
令
」
公
布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

祭
祀
祭
式
の
基
本
が
整
え
ら
れ
た
。 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
れ
ら
は
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
神
道
指
令
、
翌
昭 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
の
官
制
廃
止
ま
で
国
家
管
理
が
続
い

た
。 近

代
の
祭
式
等
の
制
定
に
よ
り
、
内
容
が
近
世
と
異
な
る
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共
に
祭
典
の
登
殿
参
列
者
が
、
区
長
、
戸
長
や
村
長
、
議
員
な
ど 

を
は
じ
め
地
域
の
有
力
者
が
多
く
な
り
、
幣
殿
機
能
が
拝
殿
機
能 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
存
立
す
る
に
は
手
狭
と
な
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主
な
神
社
は
こ
の
よ
う
な
事
態
や
祭
式
の
変
化
な
ど
に
対
応
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
た
め
、
本
殿
の
前
に
拝
殿
を
設
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
敷
地
の 

制
約
な
ど
か
ら
本
殿
の
奥
に
新
し
い
本
殿
を
設
け
て
、
旧
本
殿
は 

 
 

 
◆神社祭式 出典：日本の古本屋 
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幣
殿
、
拝
殿
と
し
て
使
用
し
て
い
る
例
も
多
く
な
っ
た
。
ま
た
、
新
本
殿
の
呼
称
を
奥
の
院
と
し
た
り
、

現
幣
殿
を
以
前
の
ま
ま
本
殿
と
呼
称
す
る
神
社
も
み
う
け
ら
れ
る
。 

新
本
殿
と
旧
本
殿
を
連
結
す
る
渡
廊
を
設
置
の
た
め
、
旧
本
殿
の
玉
殿
設
置
部
な
ど
が
移
動
し
解

放
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
旧
状
が
変
更
、
滅
失
し
た
こ
と
や
建
具
の
改
変
が
生
じ
た
。
時
代
の
流
れ
と 

は
言
え
多
少
残
念
な
こ
と
で
も
あ
る
。 

 

甲
奴
町
内
の
新
本
殿
設
置
の
神
社 

                                 

有
田 

中
船
神
社 

梶
田 

八
幡
神
社 

宇
賀 

八
幡
神
社 

小
童 

須
佐
神
社 

西
野 

八
幡
神
社 

本
郷 

八
幡
神
社 

神
社
名 

一
間
社
流
造 

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
新
築 

一
間
社
流
造 

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
） 

又
は
明
治
四
十
二
年 

新
築 

 

一
間
社
流
造 

 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
） 

 

新
築 

 

一
間
社
神
明
造 

造
替 

 

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
） 

 

旧
本
殿
は
小
童
神
社
に
移
築 

 

一
間
社
入
母
屋
造 

 

明
和
二
年
（
一
七
六
五
） 

 

一
間
社
流
造 

 

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
造
替 

 

板
屋
二
宮
神
社
本
殿
を
移
築 

 

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
） 

 

一
間
社
神
明
造 

 

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
） 

 

新
築 

新
本
殿
の
詳
細 

 

三
間
社
流
造
（
向
拝
付
） 

 

宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
造
替 

 

三
間
社
流
造
（
向
拝
付
） 

 

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
造
替 

 

三
間
社
流
造 

 

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
造
替 

 

三
間
社
入
母
屋
造 

 

（
千
鳥
破
風
・
軒
唐
破
風
付
） 

 

元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
造
替 

 

三
間
社
流
造
（
向
拝
付
） 

 

天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
造
替 

 

三
間
社
入
母
屋
造 

 

（
唐
破
風
・
向
拝
付
） 

 

宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
造
替 

幣
殿
（
旧
本
殿
）
の
詳
細 
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＊本郷 八幡神社 本殿 

 
＊本郷 八幡神社 幣殿 

 

＊宇賀 八幡神社 幣殿 

 

＊宇賀 八幡神社 本殿 

 
◆本郷 八幡神社 平面図 

 

＊西野 八幡神社 幣殿 

 

＊西野 八幡神社 本殿 
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＊小童 須佐神社 幣殿 

 

＊小童 須佐神社 本殿 

 

◆須佐神社 平面図 

 

＊梶田 八幡神社 幣殿 

 

＊梶田 八幡神社 本殿 
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参
考 

近
隣
市
町
の
同
様
な
神
社 

 

上
下
町 

 

井
永
・
八
幡
神
社 

 

岡
屋
・
八
幡
神
社 

 

矢
多
田
・
八
幡
神
社 

 
 

矢
野
・
八
幡
神
社 

 
 
 

総
領
町 

 

木
屋
・
艮
神
社 

 
 
 

吉
舎
町 

 

上
安
田
・
熊
野
神
社
、
八
幡
神
社 

 

吉
舎
・
艮
神
社 

 

安
田
・
艮
神
社 

 
 
 

旧
甲
山
町 

赤
屋
・
八
幡
神
社 

 

伊
尾
・
八
幡
神
社 

 

小
世
良
・
八
幡
神
社 

 
 

別
迫
・
八
幡
神
社 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

参
考
資
料 

廣
島
縣
神
社
誌
・
広
島
県
神
社
庁 

 
 
 

 
 

 
 

わ
か
り
や
す
い
神
道
の
歴
史
・
神
社
新
報
社 

 
 
 

 
 

 
 

神
社
の
本
殿
・
三
浦
正
幸 

 
 
 

 
 

 
 

広
島
県
の
近
世
神
社
建
築
・
広
島
県
文
化
財
協
会 

 
 
 

 
 

 
 

本
郷
・
西
野 

神
社
と
お
寺
・
本
郷
西
野
郷
土
史
研
究
会 

 
 
 

 
 

 
 

甲
奴
町
誌
及
び
資
料
編
・
甲
奴
町
誌
編
纂
委
員
会 

 

◆中船神社 平面図 

 

＊有田 中船神社 幣殿 

 

＊有田 中船神社 本殿 
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郷
土
の
年
中
行
事
と
方
言 

～
雛
祭
り
と
御
霊
会

ご

り

ょ

う

え

～ 

  
 
 

四
月
三
日
は
旧
暦
の
桃
の
節
句
で
、
雛
祭
り
と
い
う
。
女
児
の
祭
り
で
あ
る
が
、
こ
の
地
方
で
は 

 
 

デ
コ
人
形
（
三
次
土
偶

で

こ

・
上
下
土
偶
）
を
誕
生
祝
い
と
し
て
、
普
通
初
節
句
の
こ
の
日
に
贈
る
な
ら 

 
 

わ
し
が
あ
っ
て
、
当
日
は
こ
れ
を
飾
り
、
贈
り
主
を
招
待
し
て
お
祝
い
を
し
た
。
今
で
は
土
偶
櫃
（
で 

 
 

こ
び
つ
）
に
収
め
ら
れ
た
ま
ま
土
蔵
に
眠
っ
て
い
た
り
、
と
っ
く
に
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
家
が
多 

 
 

い
が
、
当
時
は
桃
の
花
を
い
け
、
白
酒
と
紅
白
の
菱
餅
を
供
え
、
子
だ
く
さ
ん
の
家
で
は
床
の
間
狭 

 
 

し
と
土
偶
人
形
が
飾
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
土
偶
人
形
は
戦
時
中
頃
か
ら
製
造
さ
れ
な
く
な
っ 

 
 

た
た
め
に
、
雛
を
描
い
た
掛
軸
を
用
い
ら
れ
た
。 

 
 
 

こ
の
日
、
梶
田
の
粟
島
神
社
で
は
春
季
大
祭
が
行
わ
れ
た
。
大
祭
に
は
子
ど
も
や
大
人
の
奉
納
相 

 
 

撲
が
あ
り
、
近
在
の
参
詣
者
で
賑
わ
っ
た
。
こ
の
大
祭
は
戦
時
中
祭
主
の
不
在
や
社
殿
の
崩
壊
等
の 

 
 

た
め
に
中
止
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
再
び
信
者
の
熱
意
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
面
影
を
取
り
戻
し
つ 

 
 

つ
あ
る
。 

   
 
 

五
月
五
日
は
御
霊
会
で
、
端
午
の
節
句
と
も
言
う
。
男
児
の
祭
り
と
し
て
仕
事
を
休
ん
で
祝
っ
た
。 

 
 

男
児
の
い
る
家
で
は
鯉
の
ぼ
り
や
武
者
絵
を
染
め
た
木
綿
の
大
幟
り
が
立
て
ら
れ
た
が
、
そ
れ
も 

 
 

一
部
の
家
だ
け
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
幟
り
も
戦
時
中
炬
燵
布
団
の
表
地
に
縫
い
か
え
ら
れ
た 

 
 

り
し
て
姿
を
消
し
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
今
で
は
ナ
イ
ロ
ン
入
り
の
鯉
の
ぼ
り
が
五
月
空
を
威
勢
よ
く 

 
 

泳
い
で
い
る
。 

 
 
 

こ
の
日
は
シ
ョ
ウ
ブ
と
ヨ
モ
ギ
を
軒
に
挿
し
て
火
難
を
祓
い
、
シ
ョ
ウ
ブ
酒
を
飲
み
、
シ
ョ
ウ
ブ 

 
 

湯
を
立
て
る
と
病
気
に
か
か
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
。
柏
餅
や
粽
を
作
っ
て
食
べ
る
の
も
、
こ
の
日
の 

 
 

な
ら
わ
し
で
あ
っ
た
。 

   
 
 

節
句
と
は
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
暦
の
上
で
の
風
習
を
、
稲
作 

 
 

を
中
心
と
す
る
日
本
人
の
く
ら
し
に
合
わ
せ
て
取
り
入
れ
た
も
の 

 
 

だ
そ
う
で
す
。
昔
は
た
く
さ
ん
の
節
句
が
あ
り
ま
し
た
が
、
江
戸 

 
 

時
代
に
幕
府
が
公
的
な
行
事
と
し
て
定
め
た
も
の
が
、
現
代
に
伝 

 
 

わ
る
次
の
五
節
句
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。 

 
 
 
 
●

一
月
七
日 

人
日
（
じ
ん
じ
つ
） 

 
 
 
 
●

三
月
三
日 

上
巳
（
じ
ょ
う
し
／
じ
ょ
う
み
） 

 
 
 
 
●

五
月
五
日 

端
午
（
た
ん
ご
） 

 
 
 
 
●

七
月
七
日 

七
夕
（
た
な
ば
た
） 

 
 
 
 
●

九
月
九
日 

重
陽
（
ち
ょ
う
よ
う
） 

 
 
 

奇
数
が
重
な
る
日
が
選
ば
れ
て
い
る
の
は
、
奇
数
＝
陽
数
が
重
な
っ
て
陰
に
な
る
こ
と
を
避
け
る 

 
 

と
い
う
中
国
の
思
想
か
ら
き
て
お
り
、
こ
の
日
に
邪
気
を
祓
う
た
め
の
行
事
を
行
っ
た
こ
と
が
は
じ 

 
 

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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た
だ
し
一
月
一
日
だ
け
は
別
格
と
し
、
七
日
の
人
日
が
五
節
句
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

節
句
に
は
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
れ
も
共
通
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
季
節
に
合
っ
た 

 
 

も
の
を
神
様
に
供
え
、
そ
れ
を
家
族
や
地
域
の
人
々
で
分
ち
あ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 
 
 

神
様
へ
の
供
え
物
は
「
節
供
（
せ
っ
く
）」
と
い
わ
れ
、
い
つ
し
か
一
区
切
り
と
い
う
意
味
で
節
と 

 
 

重
ね
て
「
節
句
」
の
字
が
あ
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
節
目
の
日
と
い
う
意
味
に
変
化
し
た
の
で
す
。 

 
 
 

く
ら
し
の
中
で
四
季
を
知
り
、
年
中
行
事
を
行
う
の
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
暦
で
す
。 

 
 

暦
は
は
じ
め
朝
廷
や
貴
族
が
利
用
し
て
い
た
も
の
で
す
が
、 

 
 

農
作
業
へ
の
必
要
性
か
ら
庶
民
も
用
い
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 

旧
暦
は
、
月
の
満
ち
欠
け
を
基
準
と
し
て
太
陽
暦
の
要
素
も 

 
 

含
む
「
太
陰
太
陽
暦
」
の
こ
と
を
指
し
、
一
八
七
二
（
明
治
五
） 

 
 

年
ま
で
日
本
で
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
月
の
満
ち
欠
け
を
基
準 

 
 

に
す
る
と
一
年
が
三
五
四
日
と
短
く
な
り
、
年
を
追
う
ご
と
に 

 
 

少
し
ず
つ
季
節
に
ず
れ
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 
 
 

そ
こ
で
、
季
節
感
を
把
握
す
る
た
め
の
指
標
と
し
て
、
太
陽 

 
 

の
運
行
を
も
と
に
一
年
を
二
十
四
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
季
節 

 
 

の
名
称
を
つ
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
二
十
四
節
気
と
い
い
、
立
春 

 
 

春
分
・
秋
分
・
夏
至
・
冬
至
な
ど
の
言
葉
が
現
在
も
用
い
ら
れ 

 
 

て
い
ま
す
。（
出
典
：
楽
し
い
和
！
よ
り
） 

      

事
務
局
よ
り 

 

・
会
員
募
集
中
で
す
。
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。 

 

・
会
の
運
営
や
研
修
内
容
に
つ
い
て
、
ご
意
見
や
ご
質
問

何
で
も
結
構
で
す
の
で
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

・「
甲
奴
郷
土
史
だ
よ
り
」
に
ど
ん
な
こ
と
で
も
良
い
か

ら
、
ご
寄
稿
く
だ
さ
い
。 

 

・
古
い
写
真
や
資
料
等
を
「
甲
奴
郷
土
史
だ
よ
り
」
へ
登

載
し
て
い
き
ま
す
。 

 

・
出
品
物
に
つ
き
ま
し
て
は
、
責
任
を
持
っ
て
返
却
し
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

 
 

 
 

連
絡
先 

鶴
本 

節
子
（
カ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〇
八
四
七
―
六
七
―
三
五
三
五 

 

 

 

【 

お
悔
み 

】 

 

去
る
令
和
三
年
三
月
に
、
甲

奴
郷
土
史
研
究
会
の
初
代
会

長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
、
藤
原

一
三
先
生
が
お
亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
。 

 

突
然
の
悲
し
い
お
知
ら
せ

に
信
じ
ら
れ
な
い
思
い
で
す
。 

ご
生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、

心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ

ま
す
。 

 


